
3 施策評価調書の見方

＊「達成状況」：目標年度に判定します。（目標値達成を「達成」、目標値未達を「未達成」）

結果（平均値）が55以上：Ａ
結果（平均値）が50以上55未満：Ｂ
結果（平均値）が40以上50未満：Ｃ
結果（平均値）が40未満：Ｄ
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部局ごとに施策関係課を記載しています。

この施策の取り組みの方向性を記載しています。

◎当該施策を進捗管理するため、目標指標を設定しています。

・指標種別

成果（行政活動による社会的な効果・成果、実現したい状態等）

結果（行政活動の結果としてのサービス等の水準・量等）

活動（市が行った具体的な活動実績や行政資源の投入量等）
・目標値…第５次川口市総合計画前期基本計画最終年度（平成３２年度）の目標値を

記載しています。
・現状値…第５次川口市総合計画に掲載している現状値を記載しています。
・達成状況…目標年度に表示します。

当該施策を構成する実施計画事業の各費用の合計額を記載しています。

決算見込額の年度については実際の決算額と一致しない場合があります。



施策を構成する実施計画事業の状況 （単位：千円）
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一人当たりの年間平均人件費（28年度常勤：
8,200千円、再任用：3,300千円、29･30年度常
勤：7,800千円、再任用：3,700千円）に従事職
員人数を乗じて概算人件費を算出しています。

視点評価を点数化
し、合計したものを
総評価（60点満
点）としています。

実施計画事業の２９年度の取り組み方向を次の区分により記載しています。

・拡充して実施・・・‥ ①２８年度よりも総事業費を拡充し、事業内容も充実

②２８年度と同等の総事業費で､事業内容を充実

③２８年度よりも総事業費は縮小するが､事業内容を充実

・現状維持で実施・・ ①２８年度と同等の総事業費で、同等の事業を実施

②２８年度よりも総事業費を拡充するが､同等の事業を実施

③隔年実施等の理由から２８年度は休止していたが､２９年度

から再開する事業

④計画に基づく事業費変動により実施されている事業

・効率化して実施・・ ２８年度よりも総事業費を縮小するが、同等の事業を実施

・縮小して実施・・・‥ ①２８年度よりも総事業費を縮小し、事業内容も縮小

②２８年度よりも総事業費を拡充するが､事業内容は縮小

・他事業に統合されて実施・・ 他の事業の一部として実施

・完了・・・・・・・ ２８年度をもって、事業を完了

・休止・・・・・・・ ２9年度は、事業を休止

・廃止・・・・・・・ ２８年度をもって、事業を廃止


